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Active IQ Unified Managerによるパフォーマンス監
視の概要

Active IQ Unified Manager のパフォーマンス監視について

Active IQ Unified Manager（旧OnCommand Unified Manager）は、NetApp ONTAPソフ
トウェアを実行するシステムを対象に、パフォーマンス監視機能とパフォーマンス イベ
ントの根本原因分析機能を提供します。

Unified Managerは、クラスタコンポーネントを過剰に使用し、クラスタ上の他のワークロードのパフォーマ
ンスを低下させているワークロードを特定するのに役立ちます。パフォーマンスしきい値ポリシーを定義する
ことで、特定のパフォーマンスカウンタの最大値を指定し、しきい値を超えたときにイベントを生成すること
もできます。Unified Managerはこれらのパフォーマンスイベントを通知し、是正措置を講じてパフォーマン
スを通常の動作レベルに戻すことができるようにします。Unified Managerのユーザーインターフェースでイ
ベントを表示および分析できます。

Unified Managerは、2種類のワークロードのパフォーマンスを監視します。

• ユーザ定義のワークロード

このワークロードは、クラスタに作成したFlexVolとFlexGroupボリュームで構成されます。

• システム定義のワークロード

このワークロードは、内部のシステム アクティビティで構成されます。

Active IQ Unified Manager のパフォーマンス監視機能を確認
する

Unified Manager は、ONTAP ソフトウェアを実行しているシステムからパフォーマンス
統計を収集および分析します。動的なパフォーマンスしきい値とユーザー定義のパフォ
ーマンスしきい値を使用して、多数のクラスタコンポーネントにわたるさまざまなパフ
ォーマンスカウンタを監視します。

長い応答時間（レイテンシ）は、ストレージ オブジェクト（ボリュームなど）の実行速度が通常よりも遅い
ことを示しています。この問題は、ボリュームを使用しているクライアントアプリケーションのパフォーマン
スが低下していることも示しています。Unified Managerは、パフォーマンスの問題が発生しているストレー
ジコンポーネントを特定し、その問題を解決するために実行できる推奨アクションのリストを提供します。

Unified Managerには以下の機能が含まれています：

• ONTAPソフトウェアを実行しているシステムからワークロードのパフォーマンス統計を監視して分析しま
す。

• クラスター、ノード、アグリゲート、ポート、SVM、ボリューム、LUN、NVMeネームスペース、および
ネットワークインターフェイス（LIF）のパフォーマンスカウンタを追跡します。

• IOPS（処理数）、MBps（スループット）、レイテンシ（応答時間）、利用率、パフォーマンス容量、キ
ャッシュ比率など、ワークロードのアクティビティを時系列で示す詳細なグラフを表示します。
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• しきい値を超えた場合にイベントをトリガーしてEメール アラートを送信する、ユーザ定義のパフォーマ
ンスのしきい値ポリシーを作成できます。

• システム定義のしきい値とワークロードのアクティビティを学習する動的なパフォーマンスしきい値を使
用して、パフォーマンスの問題を特定してアラートを送信します。

• ボリュームおよびLUNに適用されるサービス品質（QoS）ポリシーとパフォーマンス サービス レベル ポ
リシー（PSL）を特定します。

• 競合状態のクラスタ コンポーネントを特定します。

• クラスタコンポーネントを過剰に使用しているワークロードと、アクティビティの増加によってパフォー
マンスに影響を受けているワークロードを特定します。

Active IQ Unified Manager インターフェースを使用してスト
レージシステムのパフォーマンスを管理する

ここでは、Active IQ Unified Managerでデータ ストレージの容量、可用性、保護に関す
る問題をトラブルシューティングするための2種類のユーザ インターフェイスについて
説明します。2 つの UI は、Unified Manager の Web UI とメンテナンスコンソールで
す。

Unified Managerの保護機能を使用する場合は、OnCommand Workflow Automation（WFA）を併せてインス
トールし、設定する必要があります。

Unified Manager Web UI

Unified ManagerのWeb UIを使用すると、管理者はデータストレージ容量、可用性、および保護に関連するク
ラスタの問題を監視およびトラブルシューティングできます。

以降のセクションで、管理者がUnified Manager Web UIに表示されるストレージ容量、データの可用性、また
は保護に関する問題をトラブルシューティングする際に従う共通のワークフローについて説明します。

メンテナンス コンソール

Unified Managerのメンテナンスコンソールを使用すると、管理者は、オペレーティングシステムの問題、バ
ージョンアップグレードの問題、ユーザーアクセスの問題、およびUnified Managerサーバー自体に関連する
ネットワークの問題を監視、診断、および対処できます。Unified ManagerのWeb UIが利用できない場合、メ
ンテナンスコンソールがUnified Managerへの唯一のアクセス手段となります。

この情報は、メンテナンス コンソールにアクセスしてUnified Managerサーバの機能に関連する問題を解決す
るのに役立ちます。

Active IQ Unified Manager でクラスター構成とパフォーマン
スデータを表示する

_クラスター構成データ_の収集間隔は15分です。例えば、クラスターを追加した
後、Unified Manager UIにクラスターの詳細が表示されるまで15分かかります。この間
隔は、クラスターに変更を加える場合にも適用されます。
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例えば、クラスタ内のSVMに2つの新しいボリュームを追加した場合、それらの新しいオブジェクトは次のポ
ーリング間隔（最大15分）後にUIに表示されます。

Unified Managerは、監視対象のすべてのクラスターから、5分ごとに最新のパフォーマンス統計情報を収集し
ます。このデータを分析して、パフォーマンスイベントや潜在的な問題を特定します。5分間隔の過去のパフ
ォーマンスデータを30日間、1時間間隔の過去のパフォーマンスデータを180日間保持します。これにより、
当月のパフォーマンスに関する非常に詳細な情報と、最大1年間の全体的なパフォーマンス傾向を確認できま
す。

収集のポーリングは、各クラスタからのデータが同時に送信されてパフォーマンスに影響することがないよう
に数分ずつオフセットされます。

以下の表は、Unified Manager が実行する収集アクティビティについて説明します。

アクティビティ 時間間隔 説明

パフォーマンス統計のポーリング 5分ごと 各クラスタからリアルタイムのパ
フォーマンス データを収集しま
す。

統計分析 5分ごと Unified Managerは、統計情報の収
集後、収集したデータをユーザー
定義、システム定義、および動的
なしきい値と比較します。

パフォーマンスのしきい値を超え
た場合、Unified Manager はイベン
トを生成し、設定されている場合
は指定されたユーザーにメールを
送信します。

構成のポーリング 15分ごと 各クラスターから詳細なインベン
トリ情報を収集し、すべてのスト
レージオブジェクト（ノー
ド、SVM、ボリュームなど）を識
別します。

集計 1時間ごと 5分ごとに収集した最新の12回分の
パフォーマンス データを集計し
て1時間の平均を求めます。

時間ごとの平均値は一部のUIペー
ジで使用され、180日間保持されま
す。

予測分析とデータの削除 毎日午前0時から クラスタのデータを分析し、次
の24時間のボリュームのレイテン
シとIOPSの動的なしきい値を設定
します。

30日を経過した5分ごとのパフォー
マンス データをデータベースから
削除します。
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アクティビティ 時間間隔 説明

データの削除 毎日午前2時から データベースから、180日以上前の
イベントと、180日以上前の動的し
きい値を削除します。

データの削除 毎日午前3：30以降 データベースから、180日以上前
の1時間ごとのパフォーマンスデー
タを削除します。

Active IQ Unified Manager のデータ継続性収集サイクルにつ
いて

データの継続性収集サイクルは、リアルタイムのクラスタ パフォーマンス収集サイクル
（デフォルトでは5分間隔）以外のパフォーマンス データを収集します。データ継続性
収集機能により、Unified Manager は、リアルタイムデータを収集できなかった場合に発
生する統計データの欠落を補完することができます。

Unified Manager は、以下のイベントが発生したときに、履歴データのパフォーマンスデータのデータ継続性
収集ポーリングを実行します。

• クラスターは最初に Unified Manager に追加されます。

Unified Managerは、過去15日間の履歴パフォーマンスデータを収集します。これにより、クラスターを
追加してから数時間後に、そのクラスターの過去2週間のパフォーマンス情報を表示できるようになりま
す。

さらに、該当する期間にシステム定義のしきい値のイベントが発生していた場合はそれらのイベントも報
告されます。

• 現在のパフォーマンス データ収集サイクルが所定の時間に完了しなかったとき。

リアルタイムのパフォーマンスのポーリングが5分間の収集期間内に完了しなかった場合、データの継続
性収集サイクルが開始され、収集されなかった期間の情報が収集されます。データの継続性収集が実行さ
れなかった場合、次の収集期間がスキップされます。

• Unified Manager が一定期間アクセス不能になった後、再びオンラインに戻る場合（次のような状況）：

◦ Unified Managerが再起動された。

◦ ソフトウェアのアップグレードやバックアップ ファイルの作成のためにUnified Managerがシャットダ
ウンされた。

◦ ネットワーク停止から復旧した。

• 次の状況により、クラスタに一時的にアクセスできなくなり、そのあとオンラインに戻ったとき。

◦ ネットワーク停止から復旧した。

◦ 低速なワイド エリア ネットワーク接続により、通常のパフォーマンス データの収集に遅延が生じ
た。

データ継続性収集サイクルでは、最大24時間分の履歴データを収集できます。Unified Managerが24時間以上
停止した場合、UIページにパフォーマンスデータの欠落が表示されます。
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データ継続性収集サイクルとリアルタイムデータ収集サイクルは同時に実行できません。データ継続性収集サ
イクルは、リアルタイムパフォーマンスデータの収集が開始される前に完了する必要があります。データ継続
性収集で1時間以上の履歴データを収集する必要がある場合、通知ペインの上部にそのクラスターに関するバ
ナーメッセージが表示されます。

収集されたデータとActive IQ Unified Managerのイベントのタ
イムスタンプについて

収集された健常性やパフォーマンスのデータに表示されるタイムスタンプ（イベントの
検出時刻のタイムスタンプ）は、ONTAPクラスタの時刻に基づいており、Webブラウザ
で設定されているタイム ゾーンに応じて調整されます。

Unified Manager サーバー、ONTAP クラスター、および Web ブラウザの時刻を同期するために、Network

Time Protocol （NTP） サーバーを使用することを強くお勧めします。

特定のクラスタのタイムスタンプが正しく表示されない場合は、そのクラスタの時間が正しく
設定されていることを確認してください。
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